予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：商業振興費　　
	事業名: 中心市街地活性化推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　商工労働部　商業流通課　商業係　電話番号：058-272-1111（内3144）

　　　　　　　E-mail：c11359@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,000千円（前年度予算額：11,500千円）
	要求内容


	１　要求の内容


（１）ＪＲ岐阜駅周辺施設連携促進協議会負担金

　　ＪＲ岐阜駅周辺地域が一体的な一つの街として集客性・回遊性・利便性・機能性などの向上を図り、県都岐阜市に相応しい中心市街地となるよう周辺施設等が一体となって取り組む「ＪＲ岐阜駅周辺施設連携促進協議会」を通じた取組を推進する。

平成２５年度は、県都岐阜市の玄関口であるＪＲ岐阜駅周辺において賑わい創出イベント等を実施する。

【ＪＲ岐阜駅周辺７施設】

　　　アクティブＧ、ＪＲ岐阜駅、アスティ岐阜、ハートフルスクエアＧ

岐阜シティタワー４３、じゅうろくプラザ、岐阜スカイウイング３７

（２）新 岐阜駅前・柳ヶ瀬連携促進協議会（仮称）負担金

　　今後の消費拡大に向け、岐阜駅前地区と柳ヶ瀬地区の商店街組織やまちづくり団体、大規模商業施設などの連携を促進するための協議会を設立し、地域全体の集客性・回遊性・利便性・機能性の向上を図る。

　　平成２５年度は、連携を深めるための会議の開催、周辺地域のエリアマップの作成、イベントカレンダーの作成等を実施する。
	２　所要経費


（１）ＪＲ岐阜駅周辺施設連携促進協議会負担金　　　　　1,500千円
（２）岐阜駅前・柳ヶ瀬連携促進協議会（仮称）負担金　　1,500千円

	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	11,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,500

	要求額
	3,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,000

	２月1日時点
査定額
	3,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■　継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
・ＪＲ岐阜駅周辺地域を一体的な一つの街とし、その集客性・回遊性・機能性などの向上を図ることにより、県都岐阜市にふさわしい中心市街地となるよう周辺施設等が一体となった取組を推進する。

・岐阜駅前地区と柳ヶ瀬地区の商店街組織やまちづくり団体、大規模商業施設などの連携を促進し、地域全体の集客性・回遊性・利便性・機能性の向上を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	・ＪＲ岐阜駅周辺５施設の年間利用者数（ＪＲ岐阜駅除く）
	
	10,942,429

（H21）
	11,023,878

（H22）
	10,797,434

（H23）
	12,000,000

（H24）
	90.0％


	・ＪＲ岐阜駅周辺商業５施設の入居店舗数（ＪＲ岐阜駅除く）
	
	116

　　（H22）
	121

（H23）
	 118
 （H24）
	 124
（H25）
	95.1％



（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）ＪＲ岐阜駅周辺施設連携促進協議会主催イベントの開催

・平成24年5月19日・20日（第一回ぎふエキマエ国体まつり）

・平成24年9月16日・17日（第二回ぎふエキマエ国体まつり）

・平成24年9月22日～10月14日（ぎふエキマエ・テント村）

（２）ＪＲ岐阜駅周辺施設ＭＡＰ作成

・各8000部(第一回平成24年9月28日発行・第二回平成25年3月末発行予定)

（３）ＪＲ岐阜駅周辺施設紹介フリーペーパー作成

・各30,000部(平成24年5月7日発行・平成24年8月31日発行)
（４）ＪＲ岐阜駅周辺施設イベントチラシ作成

・5,000部(平成24年5月14日発行)


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

・各施設間での情報が共有されることにより、駅周辺の一体的な取り組みが可能となり、特に平成24年度は「ぎふエキマエ国体まつり」を開催し、各施設が連携したＰＲ・イベントを実施することにより、集客が増加した。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	・ＪＲ岐阜駅周辺施設の集客性・回遊性・機能性の向上のためには、ＪＲ岐阜駅の各施設や関係団体等との一体的な取組が必要不可欠である。

・岐阜市中心市街地全体の活性化を図るためには、柳ヶ瀬地区等も含めた集客性・回遊性・機能性を向上させる必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○


	・協議会で実施するイベントは、年々来客数が増加傾向にあり、他のイベントも同時に開催するなど、駅周辺施設間はもちろん、関係団体との協力関係も深まっており、設立当初の期待以上の効果が得られている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	・イベントの同時開催により、効率的な広報を図った。

・ＭＡＰの作成回数を減らして経費の削減を図った。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
・周辺施設及び関係団体の一層の連携強化を図り、引き続き、駅周辺の一体化の機運醸成を図っていくとともに、個々の施設、イベントをより魅力あるものとしていく必要がある。

・岐阜市中心市街地全体の活性化を図るためには、岐阜駅前地区、柳ヶ瀬地区の商店街組織やまちづくり団体、大規模商業施設等も含めた連携を図っていく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

・ＪＲ岐阜駅周辺を県都岐阜市にふさわしい玄関口とするため、より一層の協力関係を築きつつ、にぎわい創出に力をいれていく必要がある。

・現在連携の進んでいない、岐阜駅前地区、柳ヶ瀬地区の商店街組織やまちづくり団体、大規模商業施設等について、新たな協議会を設立し、連携を促進する。


